
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

L
G
B
T
・
S
O
G
I
の
こ
と

2
0
1
5
年
、
東
京
都
渋
谷
区
と
世
田

谷
区
で
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
導

入
さ
れ
て
以
来
、
L
G
B
T
や
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
頻

繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
社
会

に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
L
G
B
T
は
、
レ

ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バイ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字
か
ら
成
る
言
葉
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
L
G
B
T

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
エ
ス
チ
ョニン
グ
、パ

L
G
B
T
と
は 國

井 

良
子

多様な性のあり方の一例

ン
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
ど
、
性
の

あ
り
方
は
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
の
で
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
性
の
あ
り
方
）
は
3
つ

の
要
素
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
生
物
学
的
性　

Biological Sex 

内
性

器
、
外
性
器
を
含
む
、
体
の
特
徴
が
男
性
的

で
あ
る
か
、
女
性
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
。

身
体
の
性
と
も
い
う
。

②
性
自
認　

G
ender Identity 

自
分
の
性

別
を
自
分
自
身
で
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
。
心
の
性
と
も
い
う
。
必

ず
し
も
、
男
、
女
、
の
二
つ
に
明
確
に
分
か

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
性
的
指
向　

Sexual O
rientation 

自

分
は
ど
ん
な
性
別
の
人
を
恋
愛
対
象
、
性
的

対
象
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
に
、
性
別
表
現
（Gender Expression

） 

言
葉
遣
い
や
服
装
、
ふ
る
ま
い
な
ど
を
加
え

て
4
つ
の
要
素
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
性
の
あ
り
方

は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
が
感
じ
て
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様

な
表
現
や
、
複
雑
さ
、
あ
い
ま
い
さ
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

性
的
指
向
は
、
自
分
の
意
思
で
変
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
恋
愛
感

情
が
同
性
の
み
に
向
く
人
、
異
性
の
み
に
向

く
人
、
同
性
と
異
性
両
方
に
向
く
人
、
そ
も

そ
も
他
者
に
対
し
て
性
的
な
関
心
を
持
た
な

い
人
、
と
い
ろ
い
ろ
な
あ
り
方
が
存
在
し
ま

す
。
ど
れ
が
正
し
い
か
、
間
違
っ
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
同
性

愛
は
治
療
す
べ
き
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年
に
ア
メ
リ
カ
精
神

医
学
会
が
、
1
9
9
0
（
平
成
２
）
年
に
は

W
H
O
が
、病
理
の
対
象
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。

性
自
認
も
同
様
で
す
。
基
本
的
に
は
個
人

の
好
み
で
選
択
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
ま
れ
た
時
の
身
体
の
性
別
が
女
性
で

性
自
認
が
男
性
の
人
（
F
T
M
）、
生
ま
れ

た
時
の
身
体
の
性
別
が
男
性
で
性
自
認
が
女

性
の
人
（
M
T
F
）、
性
自
認
が
男
性
女
性

ど
ち
ら
で
も
な
い
人
、
男
性
女
性
ど
ち
ら
で

も
あ
る
人
、
決
め
た
く
な
い
人
、
決
め
ら
れ

な
い
人
、
流
動
的
な
人
、
方
向
性
を
持
っ
て

動
い
て
い
る
と
表
現
す
る
人
も
い
ま
す
。

性
の
あ
り
方
を
決
め
る
の
は
自
分
自
身
で

す
。
自
分
自
身
が
ど
う
感
じ
、
ど
う
表
現
し

た
い
か
。
本
来
な
ら
ば
誰
も
が
自
分
の
思
う
性

の
あ
り
方
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
は
現
実
に
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。
社
会
の
中
で
当
然

の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
が
認
め
ら
れ
ず
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
場
面
は
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

トランスジェンダー　身体や服装、社会的に性別
を越境している人。生物学的性別と性自認が一致
しない人や違和感を持っている人も含む。
シスジェンダー　戸籍の性別や生物学的性別と性
自認が一致している人
クエスチョニング　自身の性別に迷っている人、
探している人、決めずに生きる人、など
エックスジェンダー　性自認が中性、両性、決め
たくない、決められたくない人、など

レズビアン　女性として女性が好きな人
ゲイ　男性として男性が好きな人
バイセクシュアル　男性・女性の両方を好きにな
る可能性がある人
ヘテロセクシュアル　異性愛者   女性として男性
が好きな人、男性として女性が好きな人
アセクシュアル　他者に対して恋愛感情や性的な
関心を持たない人
パンセクシュアル　男女に限らず全ての性別が恋
愛対象になる可能性がある人

性自認のカテゴリー

性指向のカテゴリー

7

日
本
を
中
心
と
し
た

L
G
B
T
年
表

1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）

ブ
ル
ー
ボ
ー
イ
事
件
に
お
い
て
、
東
京
高

裁
で
優
生
保
護
法
違
反
に
よ
り
、
性
転
換

手
術
を
行
っ
た
医
師
の
有
罪
判
決
確
定

1
9
8
9
年
（
平
成
元
年
）

「
エ
イ
ズ
予
防
法
」
施
行

1
9
9
0
年
（
平
成
2
年
）

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
同
性
愛
を
治

療
の
対
象
か
ら
除
外

1
9
9
4
年
（
平
成
6
年
）

東
京
に
お
い
て
「
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
パ

レ
ー
ド
」
が
開
か
れ
る

1
9
9
7
年
（
平
成
9
年
）

府
中
青
年
の
家
事
件
判
決
。
当
事
者
団
体

側
が
全
面
勝
訴
。「
無
関
心
で
あ
っ
た
り
知

識
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
公
権
力
の
行
使

に
あ
た
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
」

日
本
精
神
神
経
学
会
が
性
同
一
性
障
害
の

診
断
基
準
、
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
表

1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）

埼
玉
医
科
大
学
で
国
内
初
の
性
別
適
合
手
術
。

「
感
染
症
予
防
法
」
成
立
、
エ
イ
ズ
予
防

法
は
同
法
に
引
き
継
が
れ
た



国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
、国
連
人
権
理
事
会
で
性
的
指
向
、

性
自
認
に
基
づ
く
差
別
や
暴
力
と
い
っ
た
重

大
な
懸
念
を
表
す
決
議
を
採
択
す
る
際
、「
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ギ
・
ソ
ジ
）」
と
い
う
概
念
を
用

い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
は
、「
性
的
指
向
（Sexual 

O
rientation

）
の
Ｓ
Ｏ
」
と
「
性
自
認

（G
ender Identity

）
の
Ｇ
Ｉ
」
を
組
み

合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
を
表
す
の
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
は
性
的
指
向
、
性
自
認
そ
の
も
の
を
指
し

ま
す
。
全
て
の
人
に
当
て
は
ま
る
概
念
で
す
。

全
て
の
人
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
性
の
多
様
性

を
尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
認
め
る
こ
と
は
、

全
て
の
人
が
平
等
で
あ
る
社
会
の
形
成
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
7
月
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
2
0
2
0
年
度
か
ら
、
性
自

認
が
女
性
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
も
入
学

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記
者
会
見
で
は
、『「
多
様
性
を
包
摂
す

る
女
子
大
学
と
社
会
」
の
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、
今
後
固
定
的
な

性
別
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が

人
間
と
し
て
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
多
様
な
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て

行
く
こ
と
を
期
待
』
す
る
と
、
学
長
は
述

べ
て
い
ま
す
。

「
女
性
が
差
別
や
偏
見
を
受
け
ず
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
る
た
め
、
自
ら
の
価
値
を

認
識
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
確
信

を
も
っ
て
前
進
す
る
精
神
を
育
む
必
要
」
が

あ
り
、「
女
性
が
旧
来
の
役
割
意
識
な
ど
の

無
意
識
の
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
に
活

躍
で
き
る
」
の
が
女
子
大
学
だ
と
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
学
び
た
い
意
欲
の
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を
受
け
入
れ
る
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ

り
、
多
様
性
を
包
摂
す
る
社
会
で
は
当
然

の
こ
と
だ
」
と
も
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
会
見
か
ら
、
現
在
の
社
会
の
中

に
、
ま
だ
ま
だ
女
子
大
学
が
存
在
す
る
意

義
は
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
の
男
女
平
等
、

男
女
共
同
参
画
社
会
は
実
現
し
て
い
な
い
、

と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
女
子
大
学
に

学
び
の
場
を
得
た
多
く
の
女
性
た
ち
に
は
、

そ
こ
で
学
ん
だ
精
神
を
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

中
で
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
若
い
学
生
た
ち
だ
け
で

な
く
私
た
ち
も
、
全
て
の
人
の
人
権
が
守
ら

れ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

L
G
B
T
か
ら

S
O
G
I
へ
の
流
れ

2
0
0
3
年
（
平
成
15
年
）

戸
籍
の
性
別
変
更
を
可
能
と
す
る「
性
同
一

性
障
害
特
例
法
」成
立

2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）

文
部
科
学
省
、
性
同
一
性
障
害
の
児
童
生

徒
へ
の
配
慮
を
求
め
る
事
務
連
絡
送
付

2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）

自
殺
総
合
対
策
大
綱
で
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
が
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る
と
言
及

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）

文
科
省
、
性
同
一
性
障
害
に
関
す
る
全
国

調
査
“
性
別
に
違
和
感
を
訴
え
る
児
童
生

徒
”
は
6
0
6
例
と
報
告

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

東
京
都
渋
谷
区
に
て
、「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立
。
4

月
1
日
施
行

文
科
省
「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生

徒
に
対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
の
実
施
等

に
つ
い
て
」
通
知	

2
0
1
6
年
（
平
成
28
年
）

一
橋
大
学
に
て
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
自
殺
し

た
学
生
の
遺
族
が
、
相
手
側
の
学
生
と
大
学

に
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
起
こ
す
。

2
0
1
8
年
、
学
生
と
は
和
解
成
立

2
0
1
7
年
（
平
成
29
年
）

4
月
「
渋
谷
区
男
女
平
等
及
び
多
様
性
を

尊
重
す
る
社
会
を
推
進
す
る
条
例
」
施
行

11
月 

渋
谷
区「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

日
本
で
初
め
て
導
入

2
0
1
8
年
（
平
成
30
年
）

7
月 

お
茶
の
水
女
子
大　
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
学
生
受
け
入
れ
表
明

お
茶
の
水
女
子
大

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

受
け
入
れ
に
つ
い
て

8



内閣府男女共同参画局 避難所運営指針 解説事例集 検索

東日本大震災女性支援ネットワーク　災害支援事例集 検索

こ
れ
か
ら
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
防
災

こ
れ
か
ら
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
防
災

〜
多
様
性
に
配
慮
し
た

　
　
　平
時
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
〜

静岡から発信

9

問
題
で
す
。

平
時
に
対
応
し
て
お
か
な
い
と
災
害
時
だ

け
O
K
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、

平
時
の
検
討
事
項
で
す
ね
。
対
応
が
急
務
で

す
。
そ
の
他
、
避
難
所
運
営
や
各
種
支
給
も

災
害
救
助
法
の
範
疇
で
す
が
、
災
害
救
助
法

は
自
治
体
が
独
自
に
基
準
を
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

こ
の
基
準
に
よ
っ
て
は
救
助
の
適
切
な
実

施
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
都
道
府
県
知
事

は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
得
た
上
で
、
救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期

間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
特
別
基
準
の
設
定
の
活
用

で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
々

に
配
慮
す
る
こ
と
も
検
討
で
き
ま
す
。
救
助

法
改
正
で
、
政
令
市
は
直
接
内
閣
府
と
や
り

と
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
災
害
弔
慰
金
な
ど
に
つ
い
て

〜 

自
治
体
独
自
と
し
て
不
平
等
を
是
正

す
る
た
め
自
治
体
独
自
の
支
援
策
を
決
め
る

こ
と
は
現
行
法
の
範
疇
で
可
能
で
す 

〜

た
と
え
ば
災
害
弔
慰
金
法
で
は
、当
初「
遺

族
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
同
居
の

兄
弟
姉
妹
が
、
現
場
か
ら
の
声
で
法
改
正

さ
れ
、「
遺
族
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
い
る

L
G
B
T
の
人
々
の
場
合
も
、
同
じ
よ
う
な

問
題
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
時
に
も
、
自
治
体
が
結
婚
祝
い
金
や
弔

慰
金
を
、
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
支
給
す

る
形
の
改
正
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
も
平
時
か
ら
の
対
応
が
大
切
で
す
。

仮
に
法
改
正
が
進
ま
な
く
て
も
、
自
治
体

独
自
の
支
援
策
と
す
れ
ば
い
い
。
た
と
え
ば
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
規
定
が
な
い
一

●
災
害
救
助
法
に
つ
い
て

〜 

救
助
法
の
運
用
や
特
別
基
準
の
設
定

の
活
用
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
配
慮

は
可
能
と
な
り
得
ま
す 

〜

「
多
様
性
に
配
慮
し
、
災
害
の
影
響
を
受

け
や
す
い
立
場
の
弱
い
人
々
も
視
野
に
入
れ

た
防
災
」「
人
権
と
防
災
」「
共
生
と
防
災
」

を
考
え
た
時
、「
公
助
」
に
関
わ
る
自
治
体

の
役
割
、
県
・
市
町
村
独
自
の
取
組
み
に

関
し
て
法
律
上
、
弁
護
士
の
立
場
で
ど
う

思
っ
て
い
ま
す
か
。

災
害
に
関
す
る
法
律
は
国
が
定
め
た
も
の

で
す
が
、
法
律
の
解
釈
と
運
用
で
、
立
場
の

弱
い
人
々
も
視
野
に
入
れ
た
自
治
体
独
自
の

対
応
は
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
典
型
は
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
仮

設
住
宅
で
す
。
仮
説
住
宅
の
入
居
者
判
断
。

内
縁
は
よ
く
て
も
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
は
、

同
性
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
公
的
に
認
め
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
別
と
し
て
、
一
般
的
に
は
適
用

外
の
運
用
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
お
か
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
こ
の
問
題
は
災
害
時
の
問
題
と
い
う

よ
り
も
、
平
時
の
公
営
住
宅
の
入
居
要
件
の

静岡県では、近い将来、巨大地震の発生が危惧されており、防災・減
災に向けて様々な取り組みがされています。内閣府の資料では、男女共
同参画の視点での「様々な立場の人に配慮した」防災への取り組みが提
起されています。東日本大震災女性支援ネットワーク発行の災害支援事
例集でも、支援の具体的事例から、「多様性配慮の必要性」「災害の影
響を受けやすい人々を視野に入れた支援の必要性」が示されています。
「ねっとわぁく」は６５号（2015 年 3月発行）で「私と防災」の特集
をしました。災害や防災を考える上で重要な「地域」「教育」「ボランティア」
「女性」をキーワードに、県民の様々な活動を紹介。東日本大震災の教
訓を踏まえ、男女の性別役割に沿ったそれまでの訓練を見直した県内自
主防災組織の活動も紹介しています。
今号は、「多様性の配慮」「男女共同参画」の視点で、災害時に困難

な状況に置かれやすいマイノリティの人々、特に、ＬＧＢＴの人々の立場
に立った防災について考えるきっかけになればと思います。主に「平時の
取り組み」について、弁護士の永野海さん、「岩手レインボー・ネットワー
ク」主宰の山下梓さん、さらに「ＬＧＢＴしずおか研究会」主宰の細川知
子さんに話を聞きました。（赤堀三代治）

防災関連に精通している気鋭の若手弁護士
静岡県弁護士会災害対策委員会所属
静岡放送ＳＢＳTeamBuddyメンバー。特定
非営利活動法人事業継続推進機構会員。
防災に精通した弁護士の視点で「被災者支
援チェックリスト」を作成、注目を浴びている。
弁護士会と自治体の連携による防災協定の
締結。今年の 7 月末、御前崎市ではこの
チェックリストの全戸配布を実現させた。

永
野
海か
い
さ
ん



●
顔
の
み
え
る
繋
が
り
に
つ
い
て

〜 

急
が
れ
る
「
仕
組
み
作
り
」 

〜

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
の
災
害
対
応
上
、

団
体
と
し
て
、
平
時
に
心
が
け
て
お
き
た
い

こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

私
た
ち
の
よ
う
な
団
体
は
、
支
援
グ
ル
ー

プ
に
も
自
助
グ
ル
ー
プ
に
も
な
り
得
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

被
災
後
は
全
て
の
人
が
被
災
者
と
な
り
、
誰

が
キ
ー
マ
ン
に
な
り
、
誰
が
動
け
る
の
か
。「
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
」
が
非
常
に
難
し
い
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
小
団
体
と
の
日
頃
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
単

独
で
の
支
援
・
自
助
以
前
に
、
団
体
と
し
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
な
人
に
届
け
る

こ
と
す
ら
、
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
対
応
は
広
域
で
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
静
岡
県
は
東
西
に
広

い
の
で
、
東
部
や
西
部
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
系
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
、
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
情

報
交
換
の
講
演
会
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

力
な
ど
、
で
き
る
限
り
「
顔
の
見
え
る
繋
が

り
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
、
災
害
を
具
体
的
に
想
定

し
た
取
り
組
み
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
弱
者
と
し
て
共
通
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
他

の
分
野
の
グ
ル
ー
プ
と
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
、

実
態
で
す
。

こ
こ
か
ら
先
は
、
公
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
「
仕
組
み
作
り
」
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
し
ず
お
か
研
究
会

検
索

に
じ
い
ろ
防
災
ガ
イ
ド

検
索

高
知
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

検
索

岩
手
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

検
索

災
害
救
助
法
徹
底
活
用

検
索

被
災
者
支
援
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト 

永
野
海

検
索

弁
護
士 

永
野
海 

法
律
と
防
災
の
ペ
ー
ジ

検
索

10

部
損
壊
世
帯
に
も
、
自
治
体
が
独
自
に
支
援

金
を
給
付
で
き
る
の
と
同
様
、
国
の
法
律
で

は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
亡
く
な
っ
て
弔
慰
金
は
支

給
さ
れ
な
く
て
も
、
不
平
等
を
是
正
す
る
た

め
自
治
体
独
自
に
支
給
し
ま
す
、
と
決
定
す

れ
ば
よ
い
だ
け
で
す
。

こ
の
２
点
は
、
公
助
と
し
て
平
時
に
自
治

体
で
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ
平
時
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
平
時
に
お
け
る
共
助
に
つ
い
て

〜 

共
助
を
高
め
る
た
め
に
は
平
時
の
連

携
が
よ
り
重
要 

〜

民
間
・
行
政
含
め
て
関
連
す
る
組
織
・

団
体
が
平
時
か
ら
連
携
し
、
資
源
の
洗
い
出

し
、課
題
の
認
識
、解
決
へ
の
模
索
と
い
っ
た
、

日
々
の
取
り
組
み
が
限
り
な
く
重
要
と
考
え

ま
す
。
こ
う
し
た
平
時
の
取
り
組
み
が
、
発

災
時
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
も
自
分
た
ち
の

範
疇
に
留
ま
ら
ず
、
様
々
な
組
織
・
団
体
と

の
つ
な
が
り
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
連
携
先
と

し
て
は
、
障
が
い
者
、
要
介
護
高
齢
者
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
・
支
援
者
組
織

も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
時
に
こ

う
い
う
関
係
性
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

被
災
後
に
機
能
不
全
に
陥
い
ら
な
い
た
め

に
は
、
平
時
の
取
り
組
み
が
全
て
で
す
。
法

律
で
定
め
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の

連
携
の
力
で
引
き
上
げ
て
い
き
た
い
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
「
に
じ
い
ろ
防
災
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て

〜 

当
事
者
・
関
係
者
に
よ
る
共
同
作
業 

〜

作
成
の
背
景
、
な
ら
び
に
普
及
活
用
に
関

し
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

岩
手
県
に
住
む
私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バイ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
イ
ン

タ
ー
セ
ッ
ク
ス
（
L
G
B
T
I
）
な
ど
の
、
多

様
な
性
を
生
き
る
人
た
ち
と
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
岩
手
県
だ
け
で
な
く
全
国
各

地
で
L
G
B
T
I
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
災
害
時
特
有
の
困
難
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当

事
者
や
支
援
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
防
災

分
野
や
男
女
共
同
参
画
分
野
の
人
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
人
々
が
「
災
害
と
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
と
関
心
を
寄

せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

ガ
イ
ド
は
、
そ
の
よ
う
な
関
心
に
応
え
ら
れ
た

ら
と
の
思
い
か
ら
作
成
し
ま
し
た
。

災
害
時
で
あ
って
も
、だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ

て
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
、
元
の
生

活
に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
理
想
の
状
態
を
、「
に

じ
い
ろ
防
災
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
岩
手
県
内

三
か
所
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
への
備
え
を
進
め

て
い
る
高
知
で
、「
に
じ
い
ろ
防
災
」
の
実
現
に

向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ガ
イ
ド
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
課

題
や
対
応
策
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

人
々
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
災
に
か
か
わ
る一人
で

も
多
く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

現
在
ま
で
に
約
20
の
都
道
府
県
で
ガ
イ
ド

を
活
用
し
て
も
ら
って
い
ま
す
。

「ＬＧＢＴしずおか研究会」主宰
静岡市を中心に活動する。「マジョリティは、
社会の中で無自覚に特権をもっている。マ
ジョリティから変わらなけば、社会は変わら
ない。」との考え方のもと、性的マイノリティ
に関わる様 な々課題を、（当事者・非当事者）

（知識がある・ない）に関わらず、社会の
課題としてみんなで考えていくことを目的に
活動をしている。

細
川
知
子
さ
ん

２００５年から性的マイノリティの人権運動
に関わり始め、2011 年３月から「災害時、
性的マイノリティに特有の困りごとがあるは
ず。何かしたい」との思いから、支援グルー
プ「岩手レインボー・ネットワーク」を主
宰。弘前大学男女共同参画推進室専任
教員（助教）。高知ヘルプデスクとの連
携によるＷＳを開催し「にじいろ防災ガイド」
を作成。

山
下
梓
さ
ん


